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第2章では先ず, 知能検査の標準化資料から標本抽出して作成された, 性別, 年令別, 優劣別の等質13
群の資料の特性が記され, それらの正規性が確認される｡ 次にこれらの資料を完全重心法によって因子分
析を行ない, 京大NX9-15知能検査が一般知能因子 (G), 言語的理解の因子 (Ⅴ), 空間的関係把捉の
因子 (S), 数的因子 (N), の4因子構造をもっていること｡ それは性, 年令の影響をほとんど受けてい
ないことなどを明らかにしている｡ ただわずかながら男子がN因子において, 女子がⅤ因子においてそれ





















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨




解析に用いられた諸資料は在来の研究にみられないほどたくみに組織されていて, 性差, 年令差, 知能
得点差などが区別される13群の資料があり, それぞれの SS,MA,CA の代表値が適正な値を示し, また
分布の正規性が保たれるよう周到な標本抽出がなされている｡ また標本抽出を反復したり, 地域を異にす
る標本を用いるなど, 研究成果の信赦性を高める努力は評価されてよい｡




の規準が選ばれたが, それら規準の一致の程度を明らかにしておくことが望まれた｡ 軸回転について, 完
全重心法の場合, 斜交軸回転が行なわれたのは, 知能因子の相互関連性が高いことを考えると正しい処理
法であったことが認められる｡





が, ともに並存的に分化発達してゆくということである｡ これにより C.Burt. 住田勝美, F.Swineford
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らの諸学説の不備の点が埋められ, 知能因子発達に新しい知見をもたらしたものといえる｡ また使用され
た知能検査の因子構造が明らかにされ, それが年令, 性その他の変動要因にかかわらず, 構造的安定性を
保っていることを示した点も今後の知能研究の発展に貢献することが大きい｡
以上によりこの論文は教育学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
- 24-
